
大動脈瘤に対するステントグラフト留置術: 低侵襲の IVR 治療 

 

 

ステントグラフト留置術は、外科手術のように胸やお腹を切開する

必要がないために低侵襲で、身体の負担が少なく、治療時間・入院

期間も短くてすむことが特長のIVR治療です。 
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